
五
月
二
十
八
日
、
北
サ
ハ
リ
。
行
っ
て
ほ
し
い
。
明
日
、
函
館

で
大
地
震
が
起
き
た
。
翌
二
　
経
由
サ
ハ
リ
ン
行
き
の
チ
ヤ
ー

九
日
、
国
際
医
療
援
砂
Ｔ
・
　
タ
ー
機
が
ス
タ
ン
バ
イ
し
て
い

の
一
人
と
し
て
現
地
に
初
め
る
腎
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ジ
ア
医

入
り
活
動
し
た
。

争
濃
霧
を
突
い
て

　
一
十
八
日
夜
、
自
宅
の
電
話

喝
っ
た
。
「
サ
ハ
リ
ン
ヘ
出

七
願
う
。
チ
ェ
チ
ェ
ン
帰
り

二
宅
君
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
メ
ン

ー
）
と
旧
ユ
ー
ゴ
・
ク
ロ
ア

フ
帰
り
の
早
川
君
（
同
）
と

師
連
絡
協
議
会
）
本
部
か
ら
の

連
絡
だ
っ
た
。

鎌田　裕十朗氏
　
さ
っ
そ
く
、
冬
支
度
を
出
し

て
の
準
備
と
な
っ
た
。
翌
朝
、

ロ
シ
ア
大
使
館
に
ピ
ザ
発
給
申

請
を
し
た
が
、
間
に
合
わ
な

い
。
定
期
便
で
羽
田
か
ら
函
館

に
飛
び
、
岡
山
か
ら
の
チ
ヤ
ー

れ
た
。

　
ま
ず
八
被
災
地
か
ら
多
数
の

負
傷
者
が
送
り
込
ま
れ
て
い
る

州
立
病
院
に
向
か
い
、
ク
ラ
ッ

シ
ュ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
よ
る
腎

不
全
治
療
の
血
液
透
析
に
早
川

医
師
が
参
加
、
救
援
医
療
活
動

が
始
ま
っ
た
。

　
阪
神
大
震
災
と
同
じ
く
混
乱

す
る
現
地
行
政
（
ロ
シ
ア
中
央

政
府
、
サ
ハ
リ
ン
州
政
府
）
と
の

折
衝
を
繰
り
返
し
、
現
地
に
入

っ
た
の
は
六
月
一
日
だ
っ
た
。

北
サ
ハ
リ
ン
ヘ
緊
急
出
動

　
　
　
残
留
邦
人
も
通
訳
で
参
加

百
ぶ
り
に
救
出
さ
れ
、
応
急
診
療
所
で
手
当
て
を
受
け

千
四
歳
の
少
年
。
た
だ
ち
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
オ
ハ
に

ぼ
れ
な
＝
ネ
フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
で
、
鍬
田
さ
ん
撮
影

夕
１
機
と
合
流
し
た
。
ビ
ザ
な
　
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
か
ら

し
で
飛
ぶ
こ
と
に
決
め
た
が
、
軍
用
機
で
八
百
♂
北
の
オ
ハ

サ
ハ
リ
ン
の
空
港
着
陸
許
可
が
　
へ
、
さ
ら
に
ジ
ェ
ツ
ト
ヘ
リ
で

下
り
な
い
。
三
十
日
、
何
と
か
百
二
十
キ
ロ
南
の
被
災
地
ネ
フ
チ

着
陸
許
可
の
み
を
得
て
、
雨
の
　
ェ
ゴ
ル
ス
ク
ヘ
。
そ
こ
で
見

稚
内
空
港
を
離
陸
、
宗
谷
海
峡
だ
、
高
さ
三
封
－
五
封
の
が
れ

上
空
の
濃
霧
と
乱
気
流
を
突
い
き
が
巨
大
な
畑
の
５
ね
の
様
に

て
、
わ
れ
わ
れ
の
双
発
セ
ス
ナ
何
本
も
並
ぶ
光
景
は
想
像
を
超

機
は
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
空
え
て
い
た
。

港
に
着
い
べ
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
や
く
着
い
た
ク
レ
ー
ン

　
駆
け
寄
っ
て
き
た
入
国
管
理
車
が
動
き
始
め
て
い
る
が
、
ま

官
は
随
Ｕ
い
顔
を
し
て
い
る
。
だ
ま
だ
足
り
な
い
。
州
政
府
医

ビ
ザ
が
な
い
か
ら
だ
。
国
境
警
察
チ
ー
ム
の
医
薬
品
も
不
足
し

備
隊
兵
士
も
集
ま
っ
て
き
た
。
が
ち
だ
。
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

こ
り
ゃ
、
困
っ
た
。
　
　
　
　
が
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
な
り
、
救
出

　
◆
理
解
者
を
得
る
　
　
　
さ
れ
た
負
傷
者
を
オ
ハ
病
院
へ

　
し
か
し
、
サ
ハ
リ
ン
日
本
協
運
ぶ
た
め
、
数
機
の
ヘ
リ
コ
プ

会
や
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
　
タ
ー
が
絶
え
間
な
く
発
着
を
繰

金
員
の
ヤ
ン
教
授
な
ど
日
本
に
り
返
し
て
い
る
。

理
解
を
持
つ
多
く
の
人
々
の
励
　
が
れ
き
の
わ
き
に
は
被
災
者

力
を
え
て
、
な
ん
と
か
入
国
と
　
の
男
性
が
泣
き
な
が
ら
立
ち
、

医
薬
品
の
無
税
通
関
が
認
め
ら
　
「
こ
こ
に
妻
と
子
ど
も
が
埋
ま

っ
’
て
い
る
」
と
訴
え
て
い
る
。

彼
ら
は
零
下
に
な
右
夜
も
そ
こ

を
動
こ
う
と
は
せ
ず
、
救
出
を

待
っ
て
い
た
。
現
地
本
部
の
裏

に
は
多
数
の
棺
桶
（
か
ん
お

け
）
が
積
み
重
ね
ら
れ
、
腐
敗

の
始
ま
っ
た
遺
体
の
埋
葬
が
続

け
ら
れ
て
い
る
が
、
身
元
の
確

認
も
十
分
で
は
な
い
よ
う
だ
。

　
緊
張
度
の
高
い
被
災
者
、
救

援
隊
の
人
々
も
、
日
本
か
ら
の

医
療
チ
ー
ム
と
わ
か
る
と
「
あ

り
が
と
う
。
こ
の
惨
状
を
ぜ
ひ

日
本
に
伝
え
て
く
れ
」
と
い
っ

て
く
れ
た
。

　
◆
第
二
障
到
着

　
翌
日
、
第
二
障
八
人
が
十
六

ジ
の
医
薬
品
と
と
も
に
到
着
し

た
。
空
港
で
出
迎
え
て
く
れ
た

数
人
の
東
洋
系
女
性
の
目
に
涙

が
あ
っ
た
。
戦
後
五
十
年
、
当

地
で
苦
労
し
た
残
留
日
本
人
の

方
だ
っ
た
。
「
母
国
日
本
か
ら

よ
く
救
援
に
来
て
く
れ
ま
し

た
。
戦
後
初
め
て
、
日
本
人
で

あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え
ま
し

た
」
。
ロ
シ
ア
語
通
訳
に
不
自

由
し
て
い
た
わ
れ
わ
れ
に
百
万

の
昧
方
に
な
、
っ
て
も
ら
っ
た
。

　
こ
れ
か
ら
第
三
陣
と
し
て
、

全
国
よ
り
託
さ
れ
た
救
援
物
資

六
十
ジ
を
送
る
予
定
だ
が
、
前

述
の
よ
う
に
、
数
多
く
の
人
々

の
協
力
で
、
今
回
の
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た

い
。
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